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い
て
は
、
多
大
な
苦
労
と
不

安
が
重
な
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
お
り
「
三
つ
の
密
」

を
避
け
る
対
策
や
業
種
別
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
公
共
施
設

の
利
用
を
お
願
い
し
て
き
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
社

会
活
動
の
環
境
が
整
っ
て
行

く
と
思
う
が
、
感
染
症
対
策

は
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。

　

開
催
方
法
や
開
催
場
所
を

工
夫
す
る
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
で
き
る
よ
う
進
め
た
い

考
え
で
あ
る
。

　

感
染
対
策
は
必
然
で
感
染

症
を
理
解
し
、
思
い
や
り
の

あ
る
社
会
が
望
ま
し
く
、
町

民
の
皆
様
と
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
。

今
年
こ
そ
は
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
か

と
い
う
期
待
も
あ
っ
た
が
、

ス
テ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
第
７
派
の
心
配
も
出
て

き
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
、
不
要
不
急
の
外
出
禁
止

等
社
会
活
動
の
「
オ
ン
ラ
イ

ン
と
リ
ア
ル
」
に
つ
い
て
考

え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
そ

し
て
本
町
の
新
た
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

問

with コロナ時代の
イベントの在り方について

感染症対策を工夫し、イベント
を開催していく

町長

町
は
地
域
防

災
計
画
に
基

づ
き
、
防
災
活
動
が
効
果
的

自
主
防
災
組
織
に

リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
た
め
の
訓
練
等
あ
ら
ゆ

る
場
面
を
想
像
し
な
が
ら
、

そ
の
対
応
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
の
と
な
い
の
で
は
災
害

発
生
時
の
対
応
に
大
き
な
差

が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　

令
和
４
年
度
に
は
自
主
防

災
組
織
リ
ー
ダ
ー
養
成
、
避

難
所
の
開
設
、
運
営
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練

を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
方
々
に
対
し
避
難
所
の

開
設
・
運
営
に
、
自
分
た
ち

が
主
体
的
に
携
わ
る
必
要
が

あ
る
の
だ
と
い
う
意
識
啓
発

を
行
政
が
行
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

問

高橋 政悦　議員
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
、
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
中
、
イ
ベ
ン
ト
主

催
者
や
参
加
を
待
つ
方
に
つ

自
主
防
災
組
織
お
よ

び
火
防
組
織
に
つ
い

て
は
目
的
・
意
義
に
つ
い
て

概
ね
共
通
し
て
お
り
、
組
織

統
合
等
が
必
要
で
は
。
方
向

性
を
伺
う
。

問

自
主
防
災
組

織
は
地
域
住

民
が
協
力
・
連
携
し
て
災
害

に
備
え
る
た
め
、
全
町
的
に

結
成
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

市
街
地
で
は
火
防
係
と
防

災
係
を
兼
ね
る
な
ど
町
内
会

の
実
情
で
可
能
で
あ
り
、
火

防
係
の
役
割
は
今
後
も
重
要

で
あ
る
。

コロナ禍前のイベントの様子

自
主
防
災
組
織
推
進
と
火
防
組
織
の
在
り
方
、

令
和
４
年
度
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い
て

今
後
と
も
効
果
的
な
防
災
活
動
を
行
う

町
長

町
長

町
長

に
行
わ
れ
る
よ
う
協
力
体
制

の
確
立
を
図
っ
て
い
る
。
自

主
防
災
組
織
加
入
は
全
世
帯

の
58
％
で
非
常
時
の
避
難
行

動
に
連
携
・
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は

町
内
小
中
３
校
の
児
童
、
生

徒
に
災
害
を
正
し
く
理
解
し
、

防
災
・
減
災
行
動
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
持
っ
た
。

　

一
般
の
方
々
に
対
し
て
、

避
難
訓
練
を
は
じ
め
起
こ
り

う
る
避
難
所
の
状
況
で
の
適

切
な
対
応
、
率
先
し
た
行
動

が
で
き
る
よ
う
意
識
を
高
め

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

町
長

避難所運営を
みんなで考える
ための防災カー
ドゲーム。避難
者の情報（年齢・
性別・家族構成・
持病など）が書
かれたカードを、
避難所に見立て
た紙の上に、適
切に配置して、
避難所運営を疑
似体験できる。

HUG
訓練とは

ウィズ
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深沼 達生　議員

近
年
の
農
業
は
気

候
変
動
と
、
異
常

気
象
に
よ
り
各
地
で
被
害
が

出
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
高
温
や
干
ば
つ
に
よ
る
被

害
が
地
域
に
よ
っ
て
は
増
え

て
お
り
、
今
後
の
異
常
気
象

に
よ
っ
て
は
被
害
が
さ
ら
に

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
以

前
、
人
舞
・
下
佐
幌
地
区
で

農
業
用
水
に
つ
い
て
の
説
明

会
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

が
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
農
業
用
水
を

通
す
町
全
体
の
計
画
は
あ
る

の
か
伺
う
。

問

平
成
25
年
度

に
清
水
町
全

域
に
お
け
る
農
業
基
盤
整
備

事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
帯
広
開
発
建
設
部
に

分
析
調
査
を
依
頼
し
た
。
そ

の
結
果
、
人
舞
・
下
佐
幌
地

区
に
お
け
る
国
営
か
ん
が
い

排
水
事
業
導
入
の
可
能
性
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
平
成
26

年
度
に
個
別
聞
き
取
り
に
よ

り
要
望
量
調
査
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
国
営
事
業
の

農業用水給水口

採
択
要
件
の
受
益
面
積
一
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
い
な

い
結
果
と
な
っ
た
。
新
規
に

水
利
権
を
取
得
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
く
、
水
源
は
現

状
の
水
利
権
を
有
し
て
い
る

新
得
町
屈
足
の
奥
に
あ
る
パ

ン
ケ
ニ
コ
ロ
川
を
想
定
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
帯
広
開
発

建
設
部
の
協
力
を
得
て
、
新

得
町
に
事
業
の
説
明
と
事
業

参
加
の
要
請
を
行
っ
た
。
平

成
28
年
の
台
風
後
は
、
災
害

復
旧
へ
の
対
応
や
道
営
事
業

の
実
施
に
よ
り
新
得
町
と
の

協
議
が
滞
っ
て
い
た
が
、
令

和
元
年
度
に
再
度
協
議
を
行

っ
た
地
元
意
向
で
は
、
か
ん

が
い
用
水
を
要
望
す
る
戸
数

が
少
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。

　

今
後
も
温
暖
化
に
よ
る
被

本町において農業用水を
通す計画について

再度、関係機関へ協力をお願い
する

町長

害
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

再
度
帯
広
開
発
建
設
部
に
協

力
を
お
願
い
し
、
本
町
と
し

て
も
新
た
に
受
益
面
積
の
把

握
や
、
新
得
町
へ
の
協
力
を

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

町
長

　作物の栽培に必要な水を農地
に供給するため用水路を整備し
水を運び、散水機により畑にま
く水のことで、主たる取水源は
河川の流水を利用しています。

農業用水とは


